
 

 

鹿児島市立宮小学校 
 

令和７年度第４回学校運営協議会議事録 
 

１ 期 日  令和８年２月１３日（金） １３：４５～１５：４５ 
 
２ 場 所  鹿児島市立宮小学校 校長室 
 
３ 出席者（６人） 
    窪園 正俊 副委員長、米留 健一 委員、高野 忠 委員、大重 卓造 委員、窪 三智子委員、 

田所 美知恵 委員（欠席者３人：窪園 俊司 委員長、内間 安明 委員、迫 寛敏 委員） 
 
４ 会順及び協議題 
 (1) 宮小を語る会（紙面開催） 
 (2) 説明・提案                            １３：４５～１４：２０ 
  ア 学校経営状況の総括（各種調査分析結果及び２学期学校評価結果を基に） 
  イ 令和８年度の学校経営方針（案）について（提案） 
 (3) 意見交換・学校経営方針の承認             １４：３０～１５：０５ 
  ア 学校経営状況の総括について 
  イ 令和８年度学校経営方針（案）について 
 (4) 学校関係者評価記入                  １５：０５～１５：１０ 
 (5) 学校規模適正化に関する基本方針の説明         １５：１０～１５：４５ 
  ア 学校整備室からの説明 
  イ 意見交換 
 
５ 協議の内容や意見等 
(1) 学校経営方針の総括及び令和８年度学校経営方針（案）の提案並びに意見交換 
  ア 学校経営状況の総括について 
    各種学力調査と意識調査の結果とを関連付けた解説動画（NotebookLMにより作成）を

視聴し、意見を交換した。委員からは次のような意見が出された。  
 ＡＩの解説動画が分かりやすかった。作成にどれくらい時間が掛かるのか。これまでの
資料作成との違いは何か。（回答：約１０分間。これまでの資料作成は約２日間。客観性
があり、課題と強みを掛け合わせて「伸びしろ」と表現し、改善策を提案する点がこれま
で取り入れてこなかった視点であり、現場向けであると感じている。）  

 イ 令和８年度学校経営方針（案）について 
   「自律・自走する子供」の育成のために「子供が主語の教育実践」を展開することを柱

とした経営方針を説明し、意見交換を行った。委員からは次のような質問が出された。  
  ○ 保護者は教師主導の教育を受けてきている。「子供が主語の教育実践」の意義や目指

す子供の姿を保護者にどのように浸透させるのか。（回答：これまでも学校便りや保健
便りで定期的に特集し続けているが、保護者が最も目にするのは学級週報である。学級
週報の啓発力を高めていくことが大切だと考えている。） 

  ○ 多くの重点事項や具体策をどのように職員に浸透させるのか。（回答：「自律・自走す
る子供」の育成のために「子供が主語の教育実践」を展開することは、これまでも本校
が大切にしてきた理念であり、職員にも浸透している。重点項目や具体策がこの理念と
どう結び付くのかを丁寧に共有し、点を線でつなぐ働き掛けを大切にしたい。）  

 (2) 学校規模適正化に関する基本方針の説明 
   学校整備室より２人が来校し、今後の方向性について説明した。委員からは次のような意

見や質問が出された。  
  ○ 学校が統合されれば、校区コミュニティも統合されるということなのか。吉田地域は、

他校区コミュニティと相容れない雰囲気があり、コミュニティの統合は難しいと思う。
（回答：学校が統合されても校区コミュニティや校区公民館は残す方針である。） 

  ○ 学校を統合する必要性は理解できる。しかし、校区コミュニティは学校との連携・協働
で成り立っている。校区コミュニティが形として残っても、学校がなくなれば衰退・消滅
につながるのではないか。それが心配である。 

○ 「急遽、学校運営協議会委員への説明が必要になった」、「計画案についてパブリックコ
メントを行う」とのことであったが、新しい計画に「ここに達したら、即統合」等の明確な
基準が盛り込まれる見通しだから、ということなのか。（回答：そういったことではない。） 

  ○ 見通しとして、吉田南中学校区の小学校が統合されるのは近々なのか、まだ先の話なの
か。（回答：各小学校の築年数から考えると、近々ということではないと考えられる。）     


